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スウェーデンにおける労働者階級の形成をめぐって

一一労働組合運動と労働者文化（上）一一

1. はじめに

スウェーデンの労働者階級はどのように形

成されてきたのであろうか，またその過程が

如何なる特質を持つのであろうか。本稿では，

労働組合運動の生成・展開と労働者文化につ

いての研究史の整理を通じて，こうした問題

にアプローチしてみたい。

労働者階級の形成については，資本・賃労

働関係の生成に伴う即自的な労働者階級の形

成から階級意識を持った向自的な労働者階級

の形成を問題とするオーソドックスなマルク

ス主義歴史学に対し，その基底還元論的な性

格を批判するE.P.トムソンに代表きれる社

会史・日常史研究の興経を経て，労働者階級

の形成の経済的次元（資本ニ賃労働関係の形

成），社会的・文化的次元（共通性と共属性

の意識の獲得），組織・運動形成の次元といっ

た様々な側面を検討し，その相互関係を問題

にする多元的かっ動態的なアプローチの必要

性が強調されるに至っている 1）。本稿で労働

1 ）こうした労働者階級の形成史に関する研究動

向については，八林秀一「西ドイツにおける最

近の労働者史・労働者運動史研究の動向」（専

修大学）『社会科学年報』第19号， 1985年，山

井敏章 fドイツ初期労働者運動史研究』未来社，

1993年，序章；松村高夫「労働者階級意識の形

成J柴田三千雄他編『社会的結合』（シリーズ

世界史への聞い4）岩波書店， 1989年を参照。

石原俊時

組合の生成・展開と労働者文化に注目するの

は，労働者が，資本・賃労働関係の中に身を

置き，職場の外でも工業化・都市化に伴う激

しい社会変動に直面して，次第に社会的・文

化的一体性を獲得し，主体的な組織形成の努

力を重ねることによって，一方で労働組合運

動を発展させ，他方で独自な文化を成立させ

てゆく過程に関心を持ったからにほかならな

い。つまり，労働者の主体的な組横形成とい

う観点から，労働者階級の形成の経済的次元，

社会・丈化的次元，組織・運動の次元といっ

た3つの次元を相互に関連づけて見てゆくこ

とができないかと思われたのである。もとよ

り，こうした課題を正面から論ずることは，

現在の筆者の能力をはるかに超えており，本

稿は，あくまでも労働組合運動の生成・展開

と労働者文化についての研究史の整理という

準備作業に過ぎない。

なお，このように研究史を整理するに当た

り，以下の 2つの点に留意したい。一つは，

労働者階級内部の多様な性格を持った労働者

の存在であり，もう一つは，労働者階級と中

間層との相互関係である。労働者階級には，

ギルドの伝統を継承する手工業熟練労働者や，

機械に囲まれて働く工場の労働者，熟練が殆

ど要らない様々な力仕事に携わり職場を転々

とする労働者など多様な労働者が存在するの

であり，こうした多様性は，労働組合運動の

生成・展開にも，労働者文化のあり方にも大

きな影響を持ったと思われる。また，スウェー
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デンの労働運動は，「国民運動（folkrorelse)J 
の一つに数えられ，世紀転換期には，他の代

表的な「国民運動jである円由教会運動や禁

酒運動とメンバーを重複させつつ，人口の3

分の lが関わったとも言われるまさに国民的

な普通選挙権獲得運動を構成した。このこと

からも察せられるように，スウェーデンの労

働者階級は，中間層と密接な関係を持ちつつ

形成されたのであり，中間層との相互関係の

分析抜きにしては，その形成過程の特質は解

明できないと考えられるのである 2)0 

そこで，本稿の構成は以下のようになる。

却ち，次の第2節では，まず労働者階級が形

成されてくる背去として，農業社会の解体と

工叢化の過程について極く簡単に触れ，それ

が労働者階級の形成のあり方を規定したと思

われる点について若干触れておきたい。

第3節では，労働者をいくつかのグループ

に分類した上で，それぞれが担い千となった

労働組合運動の生成と展開について概観し

スウェーデンにおける労働組合運動の発展の

特徴についてまとめておくこととする。また，

その際には，職場に生じたインフォーマルな

集団である労働者の集合性（kollekti v）に

注目したい。この集合性は，職場における様々

な問題，圧力に対応しつつ労働者が自発的に

形成するようになった集団で，整った恒常的

な組織の形を取るに至っていないが，集団内

にはそれを律する規範が生まれ，労働組合運

動成立の基盤となるとともに，独自な労働者

文化の生成にも関連していたと思われる存在

であるへそこでここでは，この労働者の集

2 ) 「国民運動J及び労働運動の「国民選動JI:: 

しての展開については，とりあえず，拙稿「世

紀転換期スウェーデンにおける禁酒運動の展開」

岡田与好編『政治経済改革への途J木鐸社， 19

91年；拙稿「19世紀スウェーデン社会と労働組

合運動Jr歴史学研究』第626号， 1991年を参照。

3）集合性の概念については， I.Johansson, 

Strejk som uα：peπ，Stockholm 1982, s. 22 

合性のあり方が各種類の労働者でどのように

異なり，そのことがそれぞれが担い手となっ

た労働組合の成立過程の差に如何に反映した

のかという点に着日することとする。

第4節では，近年とりわけ盛んになった労

働者文化をめぐる諸研究を検討してみたい。

検討に際しては，職場以外での社会関係にも

目をむけ，多様な形態での中間層との交流を

通じて労働者が独自な丈化を形成してゆく過

程とともに，そうした過程の労働者グループ

聞の差異にも注目することとする。

以上のようにして，限られた視角からでは

あるが，これまで行われてきた研究を整理し，

スウェーデンにおける労働者階級の形成過程

ひいては労働者階級そのものの特質を解明す

る第一歩とすることが本稿の課題である。

2.労働者階級形成の背景

( 1 ) 農業社会の急速な解体と人口移動

スウェーデンは，かつてヨーロッパの辺境

にある貧しい「小農の国」に過ぎなかった。

表1でもわかるように， 19世紀半ばまで都市

人口の割合は10%余りであり，やっと1870年

代になって工業化の本格的な展開，農業不況

を伴う大不況の影響により，農村から都市へ

の人口流入という形で急速に都市化が進むこ

ととなる。さらにそうした人口移動は，図 1

に示されるように移民にも連動していた。移

民は， 1880年代にとりわけ激しくなり，今世

紀初頭までにその延べ人数は， 100万人を超

したと言われる 4）。それ故，スウ .I.ーデンに

23; W .Korpi, The Working Class in Wei-

Jαre Cαpitalism, London 1978, p. 150 154 

を参照。この概念は、元来ノルウェーの社会学

者「SverreLysgaardが提唱したものである。

4 ）移民については， とりあえず SCarlsson 

& J.Rosen, Svensk historiα， Del II , 

Stockholm 1961, s. 455-463を参照。
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スウェーデンにおける職業別人口の変遷 i数字は千人の単位。ただし（

総人口に占める割合%｜

(G.A.Montgomery, The Rise of Modern Industry肌 Sweden,Stockholm 1939, p. 61, 141) 

）内の数字は表 1

農業｜兼業も含むl 工・手工業 商業・運輸 その他 総人口

1751 1,425 (79.8) 137 ( 7. 7) 33 ( 1.8) 191 (10. 7) 1 786 

1840 2,539 (80.9) 268 (8.5) 69 ( 2.2) 262 ( 8.4) 3,139 

1870 2,996 (71.9) 613 (14. 7) 211 ( 5.1) 348 ( 8.4) 4,169 

1880 3,017 (67.9) 793 (17. 4) 334 ( 7.3) 337 ( 7.4) 4,566 

1890 2, 973 ( 62.1) 1, 038 (21. 7) 414 ( 8. 7) 360 ( 7.5) 4, 785 

1900 2,828 (55.1) 1,426 (27.3) 535 (10.4) 347 ( 6. 7) 5,136 

1910 2,697 (48.8) 1, 766 (32. 0) 741 (13.4) 318 ( 5. 8) 5 522 

1920 2,596 (44.0) 2,066 (35.0) 898 (15.2) 344 ( 5.8) 5 904 

1930 2,417 (39.4) 2,195 (35.7) 1, 117 (18. 2) 413 ( 6. 7) 6, 142 

スウェーデンにおける年間純移出入人口（ 5年間毎の平均値）の推移図 1

純移出人口数
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(M.Larsson, En suensk ekonomisk historiα1850 1985, Stockholm 1991, s. 13) 
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おける労働者階級の形成は，このような急速

な農業社会の解体を契機とした大規模な人口

移動を背景としていたのである。工業化につ

いては，次の項で見ることとし，ここではこ

うした人口移動を生み出した農村の変化につ

いて若干触れておくこととする。

1870年代の農業不況は，スウェーデンの農

業にとって大きな転換点となった。スウェー

デンは，旧来穀物輸入国であったのであるが，

18世紀末から19世紀前半までのエンクロージャー

( skifterorelse）や開墾など農業革命とも呼

ばれる過程を経て農業生産力を飛躍的に上昇

させ， 19世紀半ばにはオート麦を中心に穀物

輸出を行うようになっていた。そして順調な

耕地面積の拡大に見られる上うに，その農業

は繁栄を続けていたのである。しかし，農業

不況によって，穀物輸出が困難となるのみな

らず＼アメリカやロシアの安価な穀物が流入

し，穀物価格の低落によって穀物生産農家の

経営が圧迫されてゆく 5）。

こうした農業不況の中で，スウェーデンは，

1888年には国内での自由貿易主義対保護主義

の激しい対立の末に， 1865年のフランスとの

通商条約以来取られていた自由貿易政策を改

め，農業保護関税を導入した。そLてさらに，

スウェーデン民業は大きな変貌を強いられる

こととなる。それは，農業生産の近代化と穀

物生産から酪農・牧畜への転換という形を取っ

た。

1870年代以降，スウェーデンの農業では生

産の機械化・合理化・集約化が進んだ。人口

肥料の輸入量は， 1876/80年の時期に比して，

1906/1910年には 8倍となり 2万トンに上っ

た。また，すじまき機，草刈り機，脱穀機な

どが普及し，根菜類（特に南部では砂糖大根）

5 ）耕地而積のj成少など農業の統計的数値を分析

して，この時期の農業不況の深刻さを強調した

ものに， J.Svensson,Jordbruk och depre-

ssion 1870-1900, Lund 1965カfある。

の栽培を取り入れた輪作も広く取り入れられ

るようになる。そして例えばチーズの生産量

が1890年から1900年の聞に16百万キロから26

百万キロに増大したように，酪農・牧畜への

転換も進むようになった 6）。

こうした農業経営の近代化や酪農への転換

は，それには多大な資本を必要とするため，

それに対応し得なかった小農の没落を促すと

ともに，労働力を節約し，余剰な労働力となっ

た農業労働者層を農村から押し出してゆく 7）。

これが，大規模な人口移動の一つの大きな要

因となった。さらにシェーンが指摘している

ように，この時期の工業化の本格的な展開の

中で，伝統的な農村工業（繊維・織物業）が

決定的に衰退していったことも，その要因と

して加えるべきであろう 8）。

一方，この人口移動によって引き起こされ

た都市化は，工業化の進展もあって，農業の

ための市場を拡大し，その転換を促進していっ

たものと思われる。とりわけ図2で見られる

ように，後にも触れる1890年代からの工業の

拡大期には，国内市場を基盤として経済成長

6）この時期の農業経営の近代化について，とり

わけ機械化の側面に注目して検討したものに，

J.Kuus巴， Fran redskαp till mαskiner, 

Goteborg 1970がある。酪農・牧畜業の発展

については， S. Carlsson red., Bonden i 

svensk historiα，Del ill, Stockholm 1956 

s. 62-84, 350-356を参照。

7）この時期の農民層の分解については， H.Sey-

lcr, Hur bonden blev lOnearbetαre, Lund 

1983, s.96-106を，こうした農民層の分解が，

1880年代には保護貿易対自由貿易の農長層内部

における対立の背景になったことについては，

J.Kuuse，“Mechanisation, Commerciah 

sation and the Protectionist Movement 

in Sw巴dishAgricultur巴 1860-1910’＇， in: 

Scαπdiπαvian Economic History Review 

1971 1を参照。

8) L.Schon, Fran hαπtverたtillfαbriksin-

dustri, Lund 1976, s. 39 40. 
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図2 スウェーデン男子工業労働者の年間所得の推移（186170=100) 
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(T.Gardlund, Industriαlismens samhiille, Stockholm 1955, s. 357.) 

が進み，労働者も含め，国民の生活水準が一

般的に上昇したのであった。そのためこの時

期に，製粉，蒸留，酪農，砂糖，醸造，精肉，

製パン，マーガリンなどといった様々な食糧

品工業が勃興してきた。スウェーデンでは，

農業のこのよろな転換が都市化・工業化と相

互的に進展していったのであるヘ

( 2 ) 工業化と労働者階級の形成

スウェーデンの工業化は，従来，国際自由

貿易体制の下で，西ヨーロッパ諸国の工業化・

都市化によって引き起こされた需要の増大を

背景に，豊富な天然資源に基づき製鉄業と製

材業を基軸として行われた輸出産業主導型の

9 ) J .Kuuse, Interαction between Agricul-

tu reαnd Industry, Goteborg 1974, s. 8-20. 

名目及び実質賃金，住環境などの側面から工業

化期の労働者の生活水準の上昇を指摘したもの

に， T.Gardlund, Industrialismens Sαm-

M.lle, Stockholm 1955, s. 351-392がある。

工業化だと捉えられてきた。こうした伝統的

な工業化の把握に対して，最近では18世紀以

来繁栄していた繊維・織物業，金属加工業，

木材加工業といった農村工業の展開に着目し，

封建制の解体，農業革命の進展を契機とした

閏内市場の発展に基づく自生的かっ内発的な

工業化の要因の重要性が指摘されてきてい

る川。両者の見解は互いに排除するものでは

なく，従来の見解は， 1870年前後の好況以降

の経済発展に注目しており，農村工業の発展

については，それ以前の特に19世紀前半の農

業革命の時期が問題となるのである。さらに

従来より， 1890年代からはむしろ囲内市場に

基づき工業発展が一層進んだことが指摘され

ているのであり，これを含めれば，スウェー

デンの工業化は，とりあえず次の3つの局面

を経て進んだと言うことができょう。

10）拙稿「スウェーデンにおける工業化の起源を

めぐってJ（東京大学）『社会科学研究J第45巻，

第2号， 1993年を参照。
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即ち，第一の局面は， 18世紀末から19世紀

半ばまでの農業革命の時代である。この時期

に封建制の解体が進み，農民め下に余剰が形

成されてくる。それを起点として社会的分業

が進み様々な農村工業が展開してくることと

なる。そしてその過程は，農業革命の進展に

より農民層の分解が進み，それを通じて国内

大衆市場が形成されることにつながってゆく。

職維・織物業においては，こうした国内大衆

市場の形成を背景に工場制度が確立していっ

たのであり，金属加工業では，農村工業の発

展の延長線上に，本来の工業化のための資本，

企業者，熟練労働力が形成されてきたことが

指摘されている。この時期は，繊維・織物工

業や金属加士業で見られたように，工業化の

ために必要で、あった国内市場や資本・熟練の

形成で特徴づけられる，工業化の揺藍期とし

て位置づけられようへ

次の第二の局面は，従来の見解が着目した

1870年前後の世界的な好況の中で，製鉄業・

製材業といった輸出工業を中心に工業発展が

進行した時期である。スウェーデンは， 1865

年のフランスとの通商条約によって，困際的

な自由貿易体制の中に本格的に組み込まれ，

その中でかつてない景気の上昇を迎えたので

ある。この時期には，株式会社形態が普及

し1ヘ大量の外資を導入した鉄道建設も大い

に進展してゆく 13）。

第三の局面は， 1890年代とりわけその後半

から1900年代半ばにかけての圏内市場に基づ

く工業発展の時期である。この国内市場を基

盤とする経済成長には， 1888年会の農業保護関

税の導入を契機とする保護貿易体制への複帰

11）前掲拙稿， 269,271頁を見よ。

12) T.Gardlund, a.a., s. 196-197. 

13）例えば， B.Holgersson& E. Nicander, 

“The Railroad and the Economic Deve-

lopment in Sweden during the 1870’s”， 

in: Economy αnd History 1968を参照。

の他，次の3つの要因が考えられる。まず第

一に， 1870年代以降鉄道建設が進み， 1890年

代からは水力発電所が建設され電力の使用が

普及するなどインフラストラクチャーの建設

が進んだことである。この点，電力の普及な

どに関して言えば，後進資本主義国スウェー

デンにおいて，いわゆる第二次産業革命が西

欧先進資本主義国と同時代的に進行したこと

が住目されようω。第二に，都市化により非

農業人口が増大したことである。このことは，

労働者を含む全般的な生活水準の向上とあい

まって，繊維・織物業，仕立業，製靴業，食

料品工業などの消費財産業の勃興をもたらす

こととなる回。第三に，特に機械工業の台頭

Eの関係で指摘されることであるが，農業の

集約化・合理化が，工業の発展を促したこと

である。機械工業は，このような農業機械を

国産化し，今世紀にはさらに輸出を進めてゆ

くこととなる。また，機械工業の発展は，蒸

気機関車や車両の生産やモーターの生産といっ

た鉄道やインフラストラクチャ←の建設・電

力化の動きとも結びついていた。そして金属・

機械工業は，伝統的な製鉄業・製材業に代わ

り，この時期から第一次世界大戦にかけてパ

ルプ・製紙工業とともにスウェーデンの基軸

産業となってゆくのである16）。

このようにスウェーデンは， 3つの同而を

経て工業化を進めた。工業化期の景気循環を

研究したイェーベリイによれば，スウェ←デ

ンの工業化は，海外市場，国内市場の相互に

バランスよく支えられながら，国際的な不況

も比較的軽度に済まし，多様な産業部門の輿

14) T. Gardlund, a.a., s. 150-161; C.G. Gus-

tavsson, The Smαll Giαπt, Ohio 1986, 

Chap.III. 

15) A.Montgomery, The Rise of Modern 

Industry in Sweden, Stockholm 1939, 

p.176-185 ; T.Gιrdlund a.a., s. 136-143. 

16) Ibid., s. 81-96. 
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図3 アメリカ司イギリス，スウェーデンの一人当たりの GN Pの推移（USドル）

3000 

2000 

／アメリカ

／，スウェーデン

／’〆
〆／ ／／イギリス

1000 〆〆 4

，／’J 〆イア
~ーユ，，，

1800 1850 1900 1950 （年）

(H.Runblom/H.Norman ed., From Sweden to Americα，Uppsala 1976, p.56) 

隆を伴いつつ進行したのであるへ

一方，先に触れたように世紀転換期に金属・

機械工業が台頭してきたのであるが，その特

徴は，企業の多くが，スウェーデン人の発明

や技術革新に基づき，概して発明家が自ら経

営する「天才企業（snilleforetag）」であっ

たことである。電話や弱電技術で画期的な技

術革新をなしとげたラーシュ・マグヌス・エ

リクソン（LarsMagnus Ericson）の「エ

17) L.Jorb巴rg, Growthαnd Fluctuαtions 

of Swedish Industry 1869 1912, Lund 1961, 

p. 361 363.スウェーデンの順調な経済発展は，

図3でも推測できょう。しかし，スウェーデン

の工業化過程をこのように楽観的にのみ捉えて

はならないことは，大量の移民の問題や1870年

代以降顕在化した「社会問題」の存在からいっ

てもわかるであろう。なおスウェーデンは，第

一次大戦までは，巨額な対外債務を抱え，貿易

構造全体から見れば，鉄鉱石や木材等を主要品

目とする原料・半製品輸出国であった。 M.

Larsson, En suensk ekonomisk historiα 

1850-1985, Stockham 1991, s. 39, 60. この

面では，工業国としてはなお限界を有してい

たのである。「社会問題」については， 拙稿

「1880年代前半におけるスウェーデンの自由主

義と労働組合運動」［土地制度史学J第124号，

1989年， 26頁を参照。

リクソン（L M Eriksson）」や， ミルク分

離機を発明したラヴァル（Gustafde Laval) 

の「セパラトウール（Separator）」（現在

「アルファ・ラヴァル（AlfaLaval）」）など

が有名である。そしてこれらは，スウェーデ

ンにおける電力や電信技術の普及や農業の機

械化，酪農への転換と結びついて発展した企

業であった。また，このような企業は，パテ

ントを取得し，関税障壁を避け，輸送コスト

を節約するために既に1900年前後から早期に

多国籍化してゆく 18）。

しかし，これらの企業は，国際的に見れば

概して小規模なものであった。 1913年の時点

で資産規模で見たスウェーデンの企業ランキ

ング4位で，国内最大の金属・機械工業の企

業である「セパラトウール」も，従業員数は

わずか900人に過ぎなかった。金属・機械工

業で従業員最大の企業である SKF社（ボル

ボは， 1926年にこの子会社として発足した）

でも1900人で、あった。同時期のドイツのクルッ

プは，従業員数は約 6万人であり，ジーメン

スは， 4万3千人であったのに比していかに

小規模であったことがわかろう。ちなみにス

18) M.Larsson, a.a., s. 3~9; C.G.Gustav 

sson, op.cit., p. 255-277. 
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表2 1899年工スキルストゥーナ（Eskilstuna）のムンクテル（Munktell）工場における

労働者の出生地と父親の職業

(M.Isa田 on& L.Magnusson, Viigen till f，αbrikernα，Malmo 1983, s.161) 

エスキルストゥーナで

生まれた者の数とその割合

職業

〈熟練労働者〉

旋盤工 29 ( 37%) 

他の機械工 17 ( 27%) 

やすり工 12 ( 13%) 

板会工 1 ( 6%) 

鍛；台工 0 ( 0%) 

鋳造工 5 ( 10%) 

金属鋳造工 5 (100%) 

塗装工 0 ( 0%) 

木型工 7 ( 30%) 

小計 76 ( 21 % ) 

ぐ非熟練労働者〉

鍛冶工助手 0 ( 0%) 

板金工助手 2 ( 5%) 

鋳造工助手 1 ( 4%) 

戸外労働者 1 ( 3%) 

小計 4 ( 3%) 

〈総言十〉 80 ( 16%) 

ウェーデンの資産額トップの企業は，砂糖ト

ラストで，従業員数8千人であった則。さらに

このような多国籍化した企業の一方で，地域

市場に索着した前工業化期の農村工業からの

連続性をより濃厚に示す広範な中小企業が存

在していたのである。 1890年代以降の経済発

展の中で，スウェーデン資本主義に早くも独

占段階が訪れたと主張されるが，その場合独

占といっても，砂糖トラストやマーガリンな

どの食料品カルテルであり，資本の有機的構

成が高く生産の集積・集中で特徴づけられる

重化学工業での独占で、はなかったのである。

19) G.Therborn, Borgarklαss och byrdkra叩

ti i Suerige, Lund 1989, s.127-128. 

父親が工手工業に従事 総計（人）

していた者の数とその割合

61 ( 77%) 79 

36 ( 56%) 64 

46 ( 52%) 89 

lO ( 59%) 17 

16 ( 67%) 24 

35 ( 71%) 49 

5 (100%) 5 

8 ( 57%) 14 

14 ( 61%) 23 

231 ( 63%) 363 

9 ( 36%) 25 

12 ( 31%) 39 

1 ( 1%) 23 

8 ( 22%) 36 

30 ( 24%) 123 

261 ( 53%) 486 

工業全体で見ても，企業数の 4分の 3が，従

業員数50人以下の小規模経営であった却）。こ

の時期のスウェーデンの工業は，むしろ広範

な中小企業の存在で特徴づけられよう。

こうして世紀転換期スウェーデンにおいて

は，工場制が様々な産業に普及してきていた。

しかしなお，手工業や前工業化期以来の農村

20) S. H巴口tilii,Den suenskα αrbetαrklαssen 

och reformismens genombrott inom SAP 

fore 1914, Helsingfors 1974, s.49 50目第一

次大戦以前のスウェーデンでは，工業において

資本の集積・集中が進まなかったことについて

は， S.Lash& J.Urry, The End of Orgα 

nized Cα:pitalism, Cambridge 1987, p.29 

-35を参照。
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表 3 1889年から1914年のスウェーデン社会民主党（SAP）と労働組合全国組織（LO）のメンバー数

(S.Hentila, a.a., s.149) 

1889 1890 1891 1892 1893 1894 1895 1896 

SAP I 3, 194 6,922 7,534 5,630 6, 571 7,625 10,250 15,464 

1897 1898 1899 1900 1901 1902 1904 1905 

27,136 39,476 44,489 44,100 48 241 49 910 64,835 67,325 

LO 37,523 43,575 42,329 39 545 81,736 86,635 

1906 1907 1908 1909 1910 1911 1912 

101,929 133,388 112,693 60,813 55,248 57, 721 61,000 

LO 144,392 186,226 162,391 108,079 85,176 85,176 85,522 

1913 1914 

75,444 84, 410 

LO 97,252 101,207 

表 4 1896年から1912年における産業部門別の SAP，労働組合運動（LO系司非 LO系を含む）の

組織率（% ) (S.Hentila, a.a., s. 149) 

1896 1898 1900 1902 

産業部門

印刷 37.9 42.9 45.6 57.1 

金属・機械 10.0 13. 7 18.4 22.4 

製靴 78.1 

木材加工 42.9 62.9 39.3 41. 6 

タ／~コ 31. 7 33.3 35.5 35.5 

鉱山 1. 8 2.0 3.3 3.6 

石材加工 41. 9 42. 7 20.3 

製材 10.8 3.5 3. 7 

手工業 7.0 6.8 8.9 

繊維 1.4 1. 6 2. 1 

穣造 20. 7 33.9 

全体の労組 8.8 18.9 19.4 19.6 
組織率

LO 12.9 11. 7 
SAP 5.9 12.5 13.0 14.7 

工業が広範に残存し，また伝統的な製鉄業の

存在形態であるブルクが存続するといった，

多様な生産様式が併存する状況が見られた。

1904 1906 1908 1910 1912 

60.0 62.3 66.7 48.8 42.5 

25.9 34.2 41. 3 38. 7 27.5 

83. 7 69.8 78.2 54.4 42.6 

56.5 78.8 89.0 50.4 53. 7 

44. 7 46.9 50.0 46. 7 38.3 

4.5 12.5 14.2 10. 3 4.1 

24.6 36. 7 48.4 26.8 28.1 

4.3 23.1 29.8 10.3 12. 7 

11.1 20.0 

3.0 15. 7 14. 7 4.4 3.4 

34.8 37.9 46.0 35.5 24.1 

27.4 46.3 56.2 30.6 31. 0 

22.9 37.2 42.8 22.1 21. 8 

18.2 26.3 29.7 14.3 15.5 

しかもその工業発展は，これといった工業の

中心地を持たない地理的分散性を特徴として

いた。というのも，主要な輸出産業は製鉄業
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や製材業であり，その立地は原料の所在に規

定されていた。また，動力としては，製鉄・

繊維・製紙・パルプなどの部門を中心に水力

が重要な位置を占めていた則。そして地域市

場のために生産する製紙，レンガ，織物，金

属加工等々といった小規模な工場や作業場が

広範に存在していたのである。それ故， 1890

年代には，工業労働者の64%が農村に住んで

いたというj犬況であった盟）。

このような工業化は，前項でも触れたよう

に急速な農業社会の解体を伴っていたのであ

り，そのためこうした状況を背景に形成され

てきた労働者階級は，様々な生産様式の併存

と出自の多様性によって極めて不均質な構成

を持っていた。ユンノーとマンヘイメルによ

れば，スウェーデンの労働者階級は継続的に

農業や工業の小生産者から補充され，小ブル

ジョワ的イデオロギーを保持していたとい

う田）。そうした状況は，表2からも察せられ

よう。

一方，表3及び4に見るように，労働組合

運動による労働者の組織化が急速に進み，労

働組合運動は， 1880年代に本格的には始まっ

たと言いうるのだが， 1907年には，早くも世

界で最も高い組織率を誇るようになる制。で

は次に，こうした労働者の組織化の経緯を見

てみよう。

3.労働組合運動の生成と展開

スウェーデンの労働組合運動は，工業化の

基軸となり農村に立地していた製鉄業や製材

業ではなく， 187C年代に都市，とりわけストッ

21) T.Gardlund, a.a., s. 159. 

22) G.Gynna & E.Mannheimer, En studie 

i den suenskααrbetα地Jαssensuppkomst, 

Lund 1971, Stencil, s. 36. 

23) Ibid., s. 110-112. 

24) K.Amark, Fαcklig mαたtoch fαckligt 

medlemskα：p, Lund 1986, s. 110. 

クホルム（Stockholm）の手工業熟練労働者

を担い手として生成した。そして1880年代以

降になると金属・機械工業や木材加工業の工

場の熟練労働者も加わり，むしろこれらの労

働者の労働組合が運動の中核となってゆく。

金属・機械工業の労働組合は，世紀転換期

スウェーデンの労働組合の中で最も大きく，

最もよく組織された組合であった。そしてそ

の全国組織は， 1897年には賃金プログラムを

掲げ，全国的に組織的な賃金運動を開始し，

1905年には，使用者の全国組織（Verkstads

foreningen）とスウェーデンで初めて本格的

に全国組織同志の団体交渉を行い，全国レヴェ

ルでの協約を実現させ交渉手続きなどを定め

たように，スウェーデンの労使関係の制度的

枠組の展開をリードした存在であったお）。ま

た，金属・機械工業や木材加工業の労働者は，

スウェーデンの社会民主主義労働運動におけ

る修正主義を担った労働貴族と呼ばれるので

ある制。では，何故それまでの基軸産業であ

る製鉄業や製材業の労働者ではなく，これら

の熟練労働者が労働組合運動をリードしていっ

たのであろうか。

従来，手工業熟練労働者の間で何故労働組

合運動が開始されたのかを説明する議論とし

て一般的に用いられてきたのが，いわゆる相

対的収奪論（relativ deprivationst巴ori）で

ある。これは，リンドボムが，その労働組合

運動の生成から1900年頃までの展開を描いた

古典的な著作において用いた議論で，労働組

合運動は，工業化の中で最も抑圧を受け悲惨

な生活を送る工場の非熟練労働者などではな

く，工業化の中で従来の特権的な地位を脅か

された手工業労働者が先頭に立って推進され

たというものである。工業化の抑圧の絶対的

25) J.Lindgren, Suenskα metαllindustriαr-

betαreforbundets historiα，Del I , Stock-

holm 1938, s. 383 384, 624 638. 

26) S.Hentilii., a.a., s. 309. 



スウェーデンにおける労働者階級の形成をめぐって 145 

な大きさより相対的な地位の低下の方が労働

者の組織化につながったのであり，その場合

工業化以前の特権的な地位の防衛が，組織化

の動機だと考えられたのであった問。

そこで，彼は，手工業熟練労働者によって

担われた初期の労働組合運動を職業保護主義

( yrkesprotektionism）と性格づけた。職業

保護主義とは，初期の労働組合運動がすぐれ

て伝統的な手工業熟練秩序を維持せんとした

ことを意味している。それらは，例えば，正

規の職業教育を受けぬ「もぐり（fuskar日）」

の参入を規制し，安価な輸入品の流入を制限

しようとし，大量の低価格・低品質な製品を

生産しようとする企業家に反対していたので

ある。初期の労働組合運動は，こうした点で

使用者と利害を同じくしており，彼らと協力

しつつ伝統的な手工業熟練秩序の維持を目指

していた。それ故，リンドボムのこのような

初期の労働組合運動に対する評価は低く，そ

れらは，労働者聞の競争を抑止し，安定した

賃金・生活水準の確保を使用者に対して要求

してゆく側面をもつものの，伝統的な親方・

徒弟間の連帯意識に基づいた階級意識が十分

発達していない点で未成熟な労働組合運動の

発展段階の存在だと位置づけられたのであ

るへこのような相対的収奪論に対し，オー

マルクは，工業化の影響をあまり受けなかっ

た建築労働者で労働組合運動が早くから展開

したことや，相対的収奪がより深刻な不況期

に必ずしも労働組合の設立が盛んではなかっ

27) T.Lindbom, Den svenskαfαckforenings 

riirelsens uppkomst och tidigαre historiα 

1870 1900, Stockholm 1938, s. 37-42 , J. 

W esterstahl, Svensk fαckforeningsrorelse, 

Stockholm 1945, s. 25. 

28) T .Lindbom,a.a., s.298 303.このような

初期労働組合運動の評価がそれと自由主義との

結びつきにも当てはめられたことについては，

拙稿「1880年代前半」を見よ。

29) K.Amark, a.a., s.62. 

たことを説明しえないと批判している制。

一方，最近注目されている議論が，権力関

係論（maktrelationsteori）である。これは，

相対的収奪論のように労働組合に組織化する

必要性に着目することのみでなく，現実に組

織しうる可能性を重視し，労使関の力関係の

中で双方の権力資源（maktresurs一例えば，

メンバーの数，リーダーシップ，資金量，熟

練等々）の動員のあり方から労働組合の生成

及び展開を説明しようとするものである。つ

まり，組識化の動機に加えその実現可能性も

検討してゆくべきだという議論である。

このような権力関係論は， 1970年代に始まっ

たストックホルム大学の労働者階級の形成史

を対象とした研究プロジ、エクトの中で，スト

ライキを分析する道具として用いられて発展

した制。このプロジ、ヱクトでセーデルクヴイ

ストは，労働者を手工業熟練労働者，工場労

働者（熟練労働者ではない），不熟練労働者

に分類し，それぞれの労働者範轄のストライ

キ行動を分析し，何故そのようなストライキ

形態を取ったのかを権力関係論を用いて説明

しようとしたのである31）。こうした方法は，

ヨハンソンのノルシェーピング（Norrkoping)

におけるストライキの研究に受け継がれてゆ

く刻。そしてオ一マルクは，労使聞の力関係

において特に労働力の交換可能性（utbytbar-

het）に注目し，様々な種類の労働者の労働組

合のメンバー数の変動の様子から，景気循環

や大きな争議に対するメンバー数の安定性・

不安定性を説明しようとした国）。後には彼は，

労使双方の戦略の選択という視点を加えて権

30）ストックホルム大学の研究プロジェクトにつ

いては，とりあえず拙稿「19世紀スウェーデン

社会J,128頁を見よ。

31) J. Cederqvist, Arb etαre i strejk, Stock“ 

holm 1980. 

32) I.Johansson, a.a. 

33) K.Amark, a.a. 
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力関係論を精綴化し，建築業における団体協

約制度の確立過程を分析している判。

このように権力関係論を用いた研究は様々

に発展してきたのであるが，この節では，労

働組合運動の草創期にあって，労働者が労働

組合をどのように組織し，組織を安定させて

いったかという視点から，労働者が如何にそ

の集合性を生み出し，それを使用者の抑圧に

対抗しつつ維持し発展させていったかという

状況に注目し，様々な種類の労働者の労働組

合への組融化を概観してみたい。というのも，

そのような集合性が，労働者の主体的組織形

成の前提となり，労働組合生成のための核と

なったと考えられるからである則。

さらにここでは，使用者の抑圧に対し労働

者の集合性をどのように維持・確保していっ

たかといろととに関して，特に次の 2つの要

困を重視したしミ。一つは，生産過程における

労働者の地位であり，使用者に対して如何に

口律性を確保しえたかということである。そ

こでは，労働者ムの持つ熟練が問題になるであ

ろう。もう→つは，労働者グループ内のコミュ

ニケーションの可能性ということである。同

質の集団であれば，コミュニケーションの可

能性は高まるであろうし，経営規模や分業の

程度もそれに関わってくるであろう。

労働者の分類については，オーマルクが労

働組合のメンバー数の変動の分析に際して用

34) K.Amark, Mαl主tkαmpi byggbrαnsch, 

Lund 1989. 

35）しかし，労働者の集合性と労働組合の関係は，

このように単純ではない。例えばコルピは， 19

60年代から顕著となった労働組合の指導層に対

する卒伍層の反抗に関して，後者の人的なつな

がりを表わすのにも，集合性の概念を使ってい

る。 W.Korpi1978, op.cit., p. 150-154.本

稿では，このような多様な側面すべてを扱うこ

とはできず，とりあえず労働者の集合性の労働

組合運動の生成につながる面にのみ注目するこ

ととする。

いた分類に従うこととする。即ち，手工業熟

練労働者（hantverksarbetare），工場熟練労

働者（yrkesutbildade fabriksarbetar巴），工

場不熟練労働者（ickeyrkesutbildade fabriks 

arbetare），屋外不熟練労働者（grovarbetare)

である。手工業熟練労働者とは，自分の手と

道具で仕事をし，通常3年から 4年の訓練を

経て，代替の難しい技術を身につけたギルド

以来の子工業的伝統を持った労働者である。

工場熟練労働者とは，職業学校か年長の労働

者の下で実践を積んで熟練を身につけた者で，

このカテゴリーの出現は，工業化に伴う新た

な職業の生成や工場における機械化・分業の

ある程度の進展を前提としていた。工場不熟

練労働者には，熟練労働者の助手と分業によっ

て単純化された作業を行う者の 2種類あって，

後者は前者のように，将来熟練を身につけ，

熟練労働者となる可能性は，基本的には存在

しない。最後に，屋外不熟練労働者とは，特

別な職業教育を必要としない屋外で働く肉体

労働者を指す劃。

以下では，以上のように分類したうえで，

まず製鉄業，製材業での労働組合運動の生成

を見て，その遅れた理由を検討し，次に手工

業熟練労働者をはじめとするそれぞれの種類

の労働者の組織化について概観して，何故，

最も早く手工業熟練労働者の労働組合が成立

し，特に工場熟練労働者の労働組合が労働組

合運動の展開をリードしていったのかという

問題を考察してみることとする。そして最後

に，スウェーデンにおける労働組合運動の生

成・発展過程の全体的な特徴について，いく

つかの点を指摘しておきたい。

( 1 ) 製鉄業の場合

古くからの輸出産業である製鉄業の伝統的

な生産形態は，ブルク（bruk）と呼ばれる。

これは，輸出向けの棒鉄を生産する製鉄所を

36) K.Amark, a.a., s. 41-42. 
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中心に，穀物耕作や牧畜を行う農場や，燃料

供給地としての森林からなる巨大な半ば自給

的な経済単位であった。 18世紀には，ロシア

と共にヨーロッパの鉄生産を支配したスウェー

デン製鉄業であるが，ナポレオン戦争以後，

パドル法の開発などで鉄自給化を達成し，さ

らに海外市場を望むようになったイギリス製

鉄業との競争にさらされることとなる。この

時は，良質の練鉄（棒鉄）生産への特化，そ

してランカシャー法などの技術の導入により，

輸出産業としての地位を保った。しかし19世

紀半ば以降には鋼鉄の時代が到来し，ベッセ

マ一法など石炭に基づく製鋼法が開発され国

際的にも普及してゆく。その中でスウェーデ

ンにおいても，練鉄需要が減少し，これらの

製鋼法の導入が強制され，木炭から石炭への

燃料の転換を迫られることとなる。また，ぞ

れによって資本の集積・集中過程が進んでゆ

く。 1875年から1910年の聞に，高炉の数は224

から172に減少したのだが，生産量は35万ト

ンから60万トンに増大したのであるヘ

このような技術革新， M とりわけ燃料が木炭

から石炭に転換されていったことや交通・輸

送手段の発達は，ブルクの性格を変え，その

自給性を低めることとなった。しかし，なお

ブルク社会は，人里から離れた所にあった。

それ故国際競争が激化する中で如何に熟練を

持った労働者を確保するかが常に問題となっ

ていた。そこで、19世紀には，古くからのバター

ナルな労使関係が一層整った形態で展開する

こととなる。叩ち，病気や年をとって働けな

くなった場合や一時的な失業の際に扶助が与

えられる J五，賃金の多くは殆ど現物で支給

され，無量の住宅が供給された。また，労働

者が買い物をする場合もブルクの店舗（fore-

37) A.Montgomery, Industrialismens genom 

brott i Suerige, Ny och omarbetad upp-

laga, Stockholm 1947, s. 301…307; T目Gard-

lund, a.a., s. 69 81. 

tagsbutiker）が利用されたのである。この

ようにして労働者の生活圏にまで使用者のコ

ントロールが及び＼労働者は企業に結びつけ

られていた。それ故ブルクでは，熟練を持っ

た労働者の世襲も行われていたというお）。

こうした前工業化期以来のブルクでの熟練

形成は，都市の手工業におけるギルド制度下

の熟練形成とは性格を異にすると思われる。

オ一マルクの分類では，前工業化期の伝統と

いうと都市のギルドしか考慮されていないの

であるが，ブルクを含め前工業化期のスウェー

デンで広範に展開していた様々な農村工業で

培われた熟練や文化を，工業化や労働運動の

生成・展開の中でどのように位置づけてゆく

かは，後述するように金属・機械工業で農村

工業との連続性が強調されていることもあり，

今後検討してゆくべき大きな課題となろう。

ところで，製鉄業で労働組合が本格的に組

織されてくるのは，やっと1900年前後のこと

となる。このような組織化の遅れの原因は，

まず第一に，こうした労使関係の中で，労働

者の地位が安定していたことであったと思わ

れる。例えば，バターナリズムが全面的に崩

壊してくる1920年代まで，労働者は本格的な

失業を経験しなかったという。しかも，ブル

ク社会の中では衣食住を握られ，使用者への

従属は如何ともしがたいものがあり，そうし

た使用者のヘゲモニーに抵抗する基盤を形成

するのは難しかった。さらに，こうした半ば

孤立した社会では，外音問、らイデオロギーが

伝達され，労働組合運動を組織する刺激を受

けることも少なかったのであるお）。

リンドストレームによれば，ブルクにおけ

る労働組合の成立は，このようなパターナリ

38) M.Hellspong & O.Lofgr巴n,Lαnd och 

stαd, Malmo 1974, s. 156 178. 

39) E.Heckscher, Svensktαrbete och lw, 

Stockholm 1963, s. 272 273 ; M.Hellspong 

& O.LOfgren, a.a, s. 163-164. 
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ズムの弛緩と関連していた。即ち，技術革新

や大規模化の中で，これまでの世襲的な労働

者とは異なる多くの新しい労働者がブルク社

会に入ってきた。また，協同組合や個人の店

舗が設立されるようになる。こうして旧来の

使用者によるコントロールの有効性が失われ

てきたのである。そして彼によれば，特に若

い新参の労働者の問に使用者の知らぬ聞にコ

ミュニケーションの網の日が形成されてきた。

それが，労働組合の成立につながっていった

のである。また彼は，労働組合が成立し得た

要因として，スウェーデン全十て、労働組合運

動が台頭してくる状況にあって，そうした労

働者の組織化を容認し，それを前提に経営戦

略を立ててゆこうとする使用者の意識変化も

あったことを指摘している制。

( 2 ) 製材業の場合

製材業は， 19世紀半ばに，伝統的な製鉄業

に対して新興の輸出産業として勃興してきた。

1870年代には，その中心を従来のヴェルムラ

ンド（Varmland）からノルランド（Norr-

land）へ移し，蒸気製材機の普及を背景に生

産力を高めていった41)。

ノルランドはスウェーデン北部の辺境であ

り，製材所は，ブルクと同様に概して辺郡な

場所に建てられた。そこでの労使関係におけ

る特般の一つは，季節労働者の多さである。

木材の伐採の便宜や港湾の凍結といヮた自然

的要因に加え，製材業は，極めて景気循環に

敏感であったといわれる。そこで，夏季に季

節労働者を大量に集めて市場の動向に対応し

たのである。比較的温暖な南ヘルシングラン

ド（Halsingland）の製材所でも，全労働者

40) A. Lindstrom, Bruksαrbetαref•αck/ore-

ningαr, Uppsala 1979, Kap. 2. 

41) T. Gardlund, a.a., s. 97-105; L.Cornell, 

Sundsvαlldistriktets sagverksαrbetαre 18 

60 1890, Goteborg 1982, s. 32-52. 

に占める季節労働者の割合は， 1870年代に60-

70%, 1880年代でも50%に及んだという 42）。

こうした製材業を特徴づけるのは，非人格

的な劣悪な労働環境だと言われる。製材業の

労働者の労働条件・生活水準については，グ

スタフソンが，労働時間の他，賃金・生活水

準，住宅などについて詳細な分析を行ってい

る。金属・機械工業をはじめ10時間労働が普

及しつつあった1890年代においても労働者は

一日12時間，週にして60から70時間働いてい

たのであり，全国でも最低レヴェルの賃金水

準であった。また，殆どの労働者の住居は極

寒の地にあっても粗末なパラックで，しかも

一家族に対して一部屋しか割り当てられなかっ

たのである制。

しかし，辺部な場所に立地しているため，

このように粗末ながらも常勤の労働者を含め

労働者住宅が供給され，会社の店舗が小売業

を独占した。製材業でも，労使関係にはブル

クと共通したパターナルな要素も見られたの

である

ところで製材業においても労働組合の成立

は遅れ，本格的には1900年前後に始まった。

一つには，概して労働者は，熟練を必要とせ

ず，生産点において自律的な地位を持てなかっ

たためだと思われる。劣悪な労働条件も，そ

のことが大きかったと推測される。製材業の

労働者は，オ一マルクの言う工場不熟練労働

者に当たるのである。また，ブルクと同様に，

半ば孤立した社会にあって使用者のコントロー

42) B. Hondahl，πmi grαtion, folたomflyt-

ning och siisongαrbete i ett sagverksdist-

rikt i sodra H,αlsinglαπd 1865 1910, Upp-

sala 1972, s. 84. 

43) B.Gustafsson, Den norrliindskα sag-

uerksindustrinsαrbetαre 1890一1913,Upp-

sala 1965 ; T.Gardlund, a.a., s. 367-369. 

44) G.Gynna & E.Mannheimer,a.a., s. 39-

41 ; M.Hellspong & O.Lofgren, a.a., s. 

176 
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ルが生活の領域にまで及んでいたことも留意

すべきであろう。さらに，労働者は，季節労

働者の割合が多く，しかも雑多な出自を持っ

ていた。借地農や小作，農業労働者などの農

村下層民やフィンランド農民などである。そ

のため，労働者の集合性を形成することは，

著しく困難であったと思われる。労働者の多

くは顔を故郷に向けていたのであるヘ

また，製材業は，大規模な争議が数多く起

こったことでも知られている。スウェーデン

で初めての大規模な争議となった1879年のス

ンズパル（Sundsvall）ストライキは，特に

有名である。これは労働組合に指導されたも

のではなく，常日頃からの劣悪な労働条件に

加え賃金引き下げが企てられたことに対する，

むしろ自然発生的なものであった。そして70

年代前半においては，好況の中でこうした自

然発生的な罷業も効果を収め，繰り返し行わ

れていたことが，こうした大規模な争議の勃

発の背景となった。しかしこのストライキは，

使用者の強硬な姿勢やさらに軍隊の出動もあっ

て鎮圧されてしまうへ

その後， 1880年代に入り，初めて労働組合

の結成が試みられることとなる。しかし，そ

れに対して使用者の容赦のない弾庄が加えら

れた。製材業は， 1898年や1899年の大争議に

見られるように，団結権をめぐって労使の対

立が最も激しく起こった部門なのであったへ

一方ではまた，労働者の組織化の動きに対抗

し，バターナリズム的方策の強化が行われた

45) Ibid., s. 174-175. 

46) J.Bjδrklund, Strejk-Forhαηdling-Avtαl, 

Umea 1976, s. 43-52 ; L.Cornell, a.a .. s. 

318 322. 

47) Ibid., s. 322 327; J.Bji:irklund, a.a., s. 

102 136 ; G. Hulten, Arbetsriitt och kla-

ssherrαuiilde, Stockholm 1971, s. 55-56. 

48) A.Johansson, Arbetets delning i Sta-

ckαsagverk under omvαndling 1856-1氏刀，

Stockholm 1988, s. 394 400. 

ことも指摘されているぺ労組の成立の遅れ

には，こうした使用者の態度も原因となった

と思われる。

逆に， 1900年前後に何故労働組合が成立し

安定した存在となっていったかについては，

次の要因が考えられる。即ち， 1900年頃には

製材業は，資源の枯渇や国際競争の激化の中

で停滞に陥る。その中で生産をより加工度の

高い製品に比重を移すとともに，生産性を高

める努力がなされることとなる。その中で出

来高賃金制が広範に導入され，常雇いの労働

者も増えてくる。けれども分業や特化は進展

しなかった。製材業は，景気循環に敏感で労

働に季節性があるのであり，急速な変化に直

ちに対応せねばならず，常勤の労働者を増や

すにしても変化に応じてその職務をしばしば

変える必要があった。それ故，製材業では，

出来高制と広範な職務をこなす労働者の組み

合わせで生産性の上昇が目指されたのであ

る制。一方，こうした変化もあって，グスタ

フソンも指摘するように，労働者の生活水準

が向上してくる田｝。このように，雇用が安定

化し，生活水準も向上する中で確固とした労

働者の集合性が形成しやすくなっていったと

考えられるのである。

( 3 ) 手工業熟練労働者

都市手工業におけるギルド以来の熟練秩序

は，既に1846年のギルドの廃止以前から解体

し始めていた。親方の家への住み込み，独身，

遍歴といった旧来の職人の特徴や，バターナ

ルな親方・徒弟関係の喪失が顕在化していた

のである。そこにギルドが廃止され， 1864年

には営業の自由令が施行され，さらに1870年

代からは，農村からの労働力の流入が激化す

ることとなる。そのため，職人が生涯親方に

なれず，もはや職人が経過的な身分ではなく

49) Ibid., s. 404-416. 

50) B.Gustafsson, a.a., s. 195. 
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なる状況が見られる一方，職人が勝手に独立

し営業を開始する現象，独立営業者（sjalv-

forsδrjare）化も起こってくる。そして正規

の手工業教育を受けぬ「もぐり」が，熟練労

働者の職域を脅かし始めたのである。また70

年代からの機械化・工業化の進展の中で，新

しい職業が生成すると同時に，職業聞の関係

が再編成されてゆく 5九

ギルドの解体後，手工業熟主家労働者も加わっ

た様々な組織の展開が見られた。例えば，教

師や新聞編集者など知識人が参加した，手工

業者や労働者の啓蒙団体である啓蒙サークル

(bildningscirklar）が， 1840年代後半から1850

年代にかけて全国に結成されたへまた，手

工業者，労働者を中心とする協同組合（特に

消費協同組合）も， 60年代半ばに全国に相次

いで設立された則。その頃には，勤労者協会

運動も展開し始め， 1880年代からは労働者協

会運動も普及してゆくこととなる判。こうし

た中間層の指導する諸運動が展開する一方で，

旧来の職人組織は扶助基金や娯楽組織として

存続した。その中には，ストックホルムのパ

ン職人の組織のように，労働組合に直接転化

した事例も知られている日）。扶助基金として

は，こうした職人組織の後身のみならず，職

業の枠を超えた一般向けの組織や，企業によっ

て組織された基金も数多く活動していたへ

こうした旧熟練秩序の解体と新たな組織活

動の展開という状況の下で， 1870年頃から手

工業熟練労働者を中心に労働組合運動が生成

51) T.Siiderberg, Hαntverkαrnαi brylnings 

tid 1820 1870, Stockholm 1955, s. 64-87町

103 104, 109-111, 133-135. 

52) Ibid., s. 136 140 

53) B.Ragnerstam, Arbetαre i rorelse, Del 

II , 1987, s. 110-138. 

54）勤労者協会運動及び労働者協会運動について

は，拙稿「1880年代前半J27, 29-30頁を参照。

55) T.Lindbom, a.a., s. 16. 

56) Ibid., s. 343 344. 

し始めた。その多くが，ストライキの遂行を

契機としていた。しかし70年代においては，

なお組織の恒常性や規模，自助活動に重点が

あるなど娘界があった57）。とはいえ，ストッ

クホルムのストライキを研究したセーデルク

ヴイストによれば，千工業熟練労働者は，工

場の労働者，居外不熟練労働者に比し，最も

早く組織的かつ計回的なストライキを展開し

始めたのである軒。

このように千仁業熟棟労働者が，何故最も

早く組織化し，最も組織的かつ計画的なスト

ライキを遂行しえたかということについては，

相対的収奪論で指摘されたような，！日米の熟

練秩序の解体に伴うそれまでの特権的な地位

を失なう危機感や使用者との利害対立の顕在

化に加え，以下の点を考慮すべきであろう。

まず，その保有する熟練によって生産過科

において大きなi'J律性を確保していたことで

ある。エクダールは，印刷業の労働過程の変

化を，使用者の戦略と労働者の新しい労働生

産組織への影響力行使の試みの対抗という観

点から捉えようとした。その結果，労働者は

そうした労働過程の変化に大きな影響力を持

ち，機械化を妨げるのではなく，それを自ら

の意向に沿う形で導入することを望み，少な

くとも今世紀初頭に至るまでそれを相当程度

実現していたのである爪印刷業は，手工業

熟練労働者が，機械化に積極的な態度を取り

機械化に際しでも生産過程に大きな影響力を

もち続けた例として位置づけられよう。

次に，用語，衣服，シンボル，儀式などに

代表される古くからの伝統的な職業文化を持

ち，相互のアイデンテイティの確立が容易で

あったことである。例えばスカーリン・フリユ

クマンは，イエ｝テボリィ（Gbtebor疋）の

57) Ibid., s. 35-36. 

58) J.Cederqvist, a.a, s. 81-87. 

59) L. Ekdahl, Arbete mot hα.pitαl, Lund 

1983, Kap. 5,6 
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労働者丈化の研究で，手工業熟練労働者の聞

には伝統的な職業文化が残り，労働者聞の結

びつきを強めていたことを指自商している刷。

しかし，ここで留意すべきなのは，手工業

的な伝統の労働組合運動の発展にとって持つ

意義，即ち，職業保護主義の三面性の問題で

ある。このことは，ノルシェーピングのスト

ライキを研究したヨハンソンも指摘している。

手工業熟練労働者は，やはり早くから組織だ、っ

たストライキを行うのであるが，一方では使

用者との共通の帰属意識を持ち，使用者が技

術革新を取り入れることには抵抗し，旧来の

パターナルな親方・徒弟的関係を廃棄し即物

的な資本・賃労働関係に転化してゆくことに

は反対していたのであるべ先に触れたエク

ダールの印刷業の研究もあるが，一般的には

こうした傾向が強いのではないかと思われる。

さらに自己の職穫を超えての連帯には無関心

な職業エゴイズムの存在も指摘されている。

例えば，マルメー（Malmo）の手工業者史

を研究しているエドグレンによれば，こうし

た手工業熟練労働者の職業エゴイズムが克服

されてくるのは，旧来の熟練秩序が相当程度

解体し，機械工場などで手工業作業所から手

工業熟練労働者を集めるようになるなど，こ

れらの労働者と他の種類の労働者との生活状

況が接近してはじめて進行したのであった田）。

このような階級意識の限界は， 1880年代半ば

にストックホルムの労働組合運動は，自由主

義にかわり，社会民主主義を支持するように

なるが，この時，あくまでも社会民主主義支

持に反対し，地域の労働組合運動の中央組織

であるストックホルム労働中央委員会

60) B. Skarin Frykman, Arbetαrたultur-

G6teborg 1890, Goteborg 1990, s. 207-213. 

61) I.Johansson, a.a., s. 97-99. 

62) L. Edgren，“Hantverkarna och arbetar-

kulturen. En aspekt av l王lassform巴ring

i: Scαndiα56: 2, 1990, s. 246 247目

(Stockholms fackliga centralkommite）を

脱退していったのは，印刷工や製本工などの

手工業熟練労働者の組合であったことにも現

れているのではないかと思われる田）。

( 4 ) 工場熟練労働者

ここでは，木材加工労働者と並ぶ工場熟練

労働者の典型として，金属・機械工業の熟練

労働者を対象として述べたいと思う臼）。

金属・機械工業について注目されることは，

最近の農村工業史研究の進展の中で，前工業

化期の農村工業からの連続性が強調されてい

ることである。即ち，資本や企業家の出自，

そして特に労働者の熟練の点で，農村工業と

本来の工業化との連続性が注目されたのであ

る。そうした議論によれば，そのような連続

性を支えたのは，この金属・機械工業におけ

る工業化のあり方であった。金属・機械工業

の工場では，かなり後まで機械化の程度は低

く，機械は概して万能機械なのであり，手工

業的熟練をなお多く必要としていたのである。

また，多品種少量生産が行われ，流れ作業は

未発達であった。即ち，機械化や分業がある

程度は進んだとは言え，その工場は，労働者

の農村工業以来の熟練に基づき，生産過程に

おける労働者の自律性が保たれた，多品種少

量生産の工場だ、ったのである師）。それ故，オー

マルクは，機械化や分業の進展をこの労働者

範轄のメルクマールとしたのだが，それはけっ

して旧来の手工業的熟練の全くの解体を意味

するわけで、はない。

このような工場熟練労働者の労働組合設立

はかなり早く，手工業労働者についで、1880年

代には始まる。そして，先述したように，こ

の範障に含まれる木材加工業や金属・機械工

63) J.Lindgren, a.a., s. 40-41. 

64）木材加工労働者については，拙稿「1880年代

前半」を参照されたい。

65）拙稿「工業化の起源」， 267-268頁．



152 立教経済学研究第48巻第2号 1994年

業の労働組合は，スウェーデンの労働組合運

動の展開をリードすることとなる。では，何

故このように工場熟練労働者の労働組合が，

労働組合運動で枢要な役割を果たせたのだろ

うか。それについては，次のような要因が考

えられる。

一つには，労働者はその熟練に基づき生産

過程で大きな自律性を確保していたことであ

る。その点では，工場や屋外の不熟練労働者

よりも組織化が容易であったと思われる。ま

た，企業によっては，パターナルな労使関係

が展開したことが知られているが，ブルクや

製材所社会とは異なり，外部の社会から半ば

孤立して立地しているわけではなく，生活の

場の随所に使用者がコントロールを及ぼすこ

とは，それほど容易ではなかったことが想像

される。この点から，労働者の集合性が，製

鉄業や製材業の労働者に比して形成しやすかっ

たと考えられるのである。

しかし，手工業熟練労働者との比較で言え

ば，ギルドの伝統が弱いかあるいはなく，そ

のような独特な伝統的職業文化とは縁が薄かっ

た。このことは，オ一マルクが指摘した，工

業化に伴う職種間関係の再編成及び機械化や

分業の進展を前提としていたことは言うまで

もないだろう。またその工場では，熟練労働

者であれば，農村工業や都市の手工業に携わっ

ていた者が多く，不熟練労働者であれば，近

郊の農業労働者が多かったとその差も指摘さ

れるのであるが，概して工場熟練労働者は不

熟練労働者と同様に様々な出fjを持ち多様な

文化的背景を持つ労働者からなっていた。こ

うした点から見れば，その労働者閣の凝集性

は，手工業熟練労働者よりも弱いもので、あっ

たと考えられる刷。

とはいえ，ギルド的な伝統に欠けているこ

66) M.Isacson & L.Magnusson, V.αgentι：zz 
fαbri加rnα，Malmo1983, s. 20-24.また，

表2を参照。

とは，むしろ伝統に回執しない進歩性を持つ

ことにつながり得るのであり，手I：業熟練労

働者のように職業保護主義に縛られることは

少なかったと思われる。また，鍛治工がしば

しば板金工を兼ねるといった職種聞の移動も

あり，古株の労働者宇の労働を見ながら，新入

りが仕事を覚えるといった独自の熟練養成シ

ステムが存在し，助手として存在した不熟練

労働者の多くは後には熟練労働者となっていっ

た開。そうした点かん言えば，工場全体の労

働者聞の職種を超えた凝集性はかえって強かっ

たと思われる。木材加工業や金属・機械て業

の労働者は，当初から産業別組合を指向して

67) Ibid., Kap. 2. 

68) J. Lindgren, a.a., s. 87 ; T.Lindbom, 

a.a., s.67 68.こうした工場熟練労働者を手

工業熟練労働者と範鴎として区別することには，

なお一言注意が必要であろう。というのも， し

ばしば両者は区別されず議論され，実際にも雨

者の聞の境界ははっきりしなかったのである。

例えば，工場熟練労働者の所属する代表的な産

業部門である金属・機減工業や木材加工業には，

鋳造工や家具製造工といったギルド的伝統を強

く継承する職種が存在していた。さらにこれら

の産業部門には，工場とは言えない，小規模な

手工業的作業所が広範に存在していたのである。

ストックホルム大学の労働者階級形成史のプロ

ジェクトでは，熟練労働者といえば手丁一業熟練

労働者のことで，工場熟練労働者というカテゴ

リーは無く，工場労働者といえば工場不熟練労

働者のことであった。例えば， J.Cederqvist, 

a.a., s. 60-61, 64. しかし，同じく両者の区

別をしていないハンソンが，金属・機械工業や

木材加工業の労働者の労働組合の五世誌形態が通

常の手工業熟練労働者のものと異なることを指

摘しているように，両者の間には熟練形成のあ

り方，労働組合の組織形態，さらには労働者文

化の性格にも違いがあったと思われる。 SII且n

sson, Den suenska jackf6ren::ngsr6relsen, 

Stockholm 1932, s. 27 31.こうした点につい

ては，次の節でも言及することとなるが，今後

さらに検討してゆきたい。金属・機械工が形成
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ゆくのである則。このようなことから，工場

労働者の労働組合がスウェーデンの労働組合

運動の展開をリードしたのだと考えられよう。

( 5 ) 工場不熟練労働者

ここでは，繊維・織物業の例を取り上げ，

工場不熟練労働者について見てみたい。

一般にこの種類の労働者は組織化が著しく

遅れ，労働組合が成立しでも弱体であった。

ヨハンソンのノルシェーピングのストライキ

研究においても，手工業労働者や屋外不熟練

労働者に比しての組織化の遅れと使用者に対

する弱さが指摘されている曲）。

そうした組織化の遅れと労働組合の弱体性

は，何によるものであろうか。しかも，この

産業部門においては，労使関係にパターナル

な伝統は弱く，労使の利害の対立は明確に現

れていたと指摘されているのである問。それ

については，以下の要因が考えられる。

まず＼機械化の過程で熟練の必要が殆どな

くなったことである。イェーランソンの研究

によれば，「マニユブアクチャーJから工場

への移行によって，その労働力の編成は，男

子熟練労働者の下で婦女子が働くというもの

から，熟練が解体されて，男子の監督者の下

で婦人労働者が機械を操作して働くというも

のに変化していった7九そのため，生産過程

における労働者の自律性は著しく弱まったと

思われる。不況時には，使用者によって簡単

に賃金を引き下げられ，解雇されたのであ

る問。さらに，イェーランソンの研究でも分

した労働者文化については，別稿を予定してい

る。

69) I.Johansson, a.a., s. 110, 127. 

70) G.Gynna & E.Mannheimer, a.a., s. 47 

-48. 

71) A. Goransson, Fran fαmilj till fαbri-

kernα，Lund 19邸， Kap.2. 

72) I.Johansson, a.a., s. 105-110. この18世

紀の重商主義政策に起源を持つ「マニュファク

かるように，労働力の主要な部分を女子が占

めていた。女子の生産の場における地柱は男

子よりも低く，劣悪な環境の下で低賃金労働

に甘んじていたのであり，組織化にあたって

は，男子の労働者との対立の局面も見られた。

このように労働力の構成から言っても，労働

者の集合性は形成し難かったのである

( 6 ) 屋外不熟練労働者

このグループの労働者の組織化は，比較的

早く始まり，ストックホルムでは1880年代半

ばに港湾労働者などで労働組合が設立され始

める。しかしその労働組合組織は，オーマル

クの指摘するように，弱体で不安定な存在で

あった。例えば， 1902年から1907年までの好

況期には，このグループの労働者の労働組合

は，メンバー数を 692%増加させた。けれど

も， 1907年以後不況となり， 1909年の大スト

ライキで労働組合運動が敗北すると， 1907年

から1911年までにメンバーの 3分の 2がいな

くなるといった有り様であった制。

チャー」については， 拙稿「工業化の起湯、J,
254司 255頁， 256頁注（2）を参照。

73) I.Johansson 1982, s. 173-174.こうした男

女の対立が，両者の問の労働者文化のあり方の

差にもつながったことも指摘されている。 B.

Horgby, Egensinne och shotsαmhet, 

Stockholm 1993, s. 273-274.なお，伝統的な

繊維・織物業地帯であるヒューヘラード（Sju-

harad）地方の中心地ボーロース（Boras）で

労働組合運動の成立が遅れた理由は，従来地域

の文化的・宗教的特質に求められてきたのであ

るが，繊維・織物業が中心である産業構造にそ

の原因を見いだすべきことを強調した研究とし

て， R.Jungen, Viivαrstαd i uppror, Bo-

ras 1978がある。

74) K. Amark, a.a., s. 71, 93. 1909年の大ス

トライキ（storstr℃jken）は，折からの不況の

中で，失業者が増加し， 1890年代以来上がり続

けた賃金が，実質のみならず名目賃金において

も下がるようになったことで労働者の不満が高
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そうした労働組合の組織の弱体性や不安定

性は，何よりも屋外不熟棟労働者の性格に求

めなければならないだろうのオ一マルクの言

うように，このグループの労働者はこれといっ

た熟練は必要ではないため交換可能性が高く，

容易に他の労働者に代えられえたのであり，

使用者に対して弱い立場にあった。そして，

概してその仕事には季節性があり，景気循環

にも敏感で、，労働者は頻繁に移動したのであ

る。ぎた，その多くは農村や他の都市から流

入してきた雑多な下層民から構成されていた。

さらに，こうした不安的な就業の中で，容易

に救貧の対象となり，ついには浮浪者や犯罪

者となる者もいたのである問。こうした労働

者の性格に規定されて，その集合性は著しく

不安定なものであったと思われる。

ぞうした中で，特異な存在としてしばしば

言及されるのは，港湾労働者である。例えば，

ヨハンソンのノルシェーピングの石汗究でも，

港湾労働者は， 1890年に労働組合を設立し，

翌年には協同組合を創立していた。そして，

自己で道具を買い，自ら職長を選ぶ一方，入

職規制を行ってノルシェーピング及びその近

郊の労働者のみが組合に参加しうるように定

めていた。彼らは，使用者に対して労働過程

での自律性を強めると同時に雇用の不安定性

まり各地で争議が頻発するようになったことと，

今世紀初めに使用者団体の全国組織が精成され，

それまで労働運動に対し守勢にまわっていた使

用者勢力が巻き返しを図り，不況に乗じて大規

模なロックアウト戦術を取ってきたことが背宗

となって起こった。争議はほぼ一カ月間続き，

30万人の労働者がそれに巻き込まれた。結果は，

労働者側の敗北に終わり，労働組合会同組織

(LO）のメンバーは大幅に減少することとなる。

大ストライキの背景及び、経緯については， B.

Schill巴r,Storstrejken 1909, Gbteborg 1967 

を参照。

75) B.Horgby, Den disciplinerαdeαrbetα 

ren, Stockholm 1986, s.56, 93-94. 

を克服しようとしていたのである76）。

ヨハンソンは，こうした港湾労働者の労働

組合の強力さを，まず第一に，雇用の不安定

性がかえって集団的な解決の必要を高めたこ

と。そして，そこでは分業が進まず，その点

では均質な集団が形成しえたこと。さらに港

湾労働者の場合，使用者が小規模で相互に競

争しあい，参入にそれほど資本を必要としな

いという事情があり，力関係は労働者に有利

であったことに求めているm。また， ヨハン

ソンは指摘していないが，次節で触れるよう

に，港湾労働者は，他の屋外不熟練労働者に

はない独自な職業文化を持っていたことも考

慮さるべきであろう。

以上のように，スウェーデンの労働組合運

動は生成・展開していった。その労働組合運

動の発展全体に関して指摘すべきことは，イ

ギリスとは異なり，クラフト・ユニオンの伝

統が弱いことである。 1870年代に手工業熟練

労働者が労働組合を設立し始めるのだが，組

織の恒常性や規模，活動の内容などで限界の

ある存在であった。またリンドボムの指摘す

るように， 1880年代に入り安定した組織を持

つに至った手工業熟練労働者の労働組合も，

折からの農村からの労働力の流入の中で入職

規制ができなかったのである問。 －)Jその頃

には，工場熟練労働者が労働組合を持ち， 80

年代半ばを過ぎると屋外不熟練労働者が組織

化を始める。そして世紀転換期にはスウェー

デンの労働組合運動をリードするのは，むし

ろ木材加工労働者や金属・機械労働者の産業

別組合となってゆく。即ち，スウェーデンに

おいては，手工業熟練労働者の労働組合が入

職規制の実施に苦しんだように弱体であった

のみではなく，労働組合運動を手工業熟練労

76) I.Johansson, a.a., s. 180 182 

77) Ibid., s. 188司 193,241 243. 

78) T.Lindbom, a.a., s. 316. 
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働者がリードした時期が短かったのである叫。

一方，このように展開した労働組合運動は，

早くも1907年までには世界ーの勧織率を誇る

までに成長する。前節で述べたようにスウェー

デンの労働者は，多種多様な出白を持った不

均質な構成でもって特徴づけられるのである

が，それが急速に組織化され共通の利益を追

及していったのである。さらに1880年代に設

立され始めた職業戎いは産業別の全国規模で

の労働組合組織（fackforbund）は， 90年代

になって多くの部門に普及してゆく。そして

1898年には，労働組合全国組織（LO）が成

立することとなる。労働組合による労働者の

組織化は中央集権的な組織の形成を伴って進

79）スウェーデンにおいて産業別組合の組織原理

が早くから普及し，労働組合運動の中で支配的

なものとなっていったことを強調するのが，ヴヱ

ステルストールである。彼によれば，既に労働

組合通動の生成期から産業別組合が存在し，し

かも今世紀初頭には LOで，労働組合の組織原

理は原則的に産業別組合であるべきとされ，そ

の他の組織形態を持つ労働組合の再編が決議さ

れたのである。また，こうした動きは，使用者

側の組織化とそれとの集権的な団体交渉の進展

にも対応しており，必ずしも労働運動における

急進的な勢力の台頭と結びついてほいなかっ

た。 J.Westerstahl, a.a., s.44 46, 54 58. 

しかし，そうした過程で完全に職種別組合の伝

統が無くなってしまったわけで、はなく，例えば，

こうした LOの決議は激しい抵抗を生んだので

あり，金属・機械工の労働組合の内部でも様々

な摩擦が存在していた。 J.Lindgren, a.a., s. 

455 458.多様な性格を持った職業が存在する

ことから考えても，こうした組織尿理がすべて

の産業部門に貫徹しうるものではなかったこと

は確かである。実際，こうした LOの決議の

結果は，産業別組合のさらなる普及をもたらし

たが，戦間期においても完全には実現しなかっ

たのである。 J.Westerstahl,a.a., s. 51-58ー

しかし以上の事を留意したよでも，ヴ‘エステル

ストールの主張は，スウェーデンの労働組合の

行したのである。ボー・ストロートは，スウェー

デンの労働者階級の階級意識の特徴として，

イギリスの労働者は同ーの職業，職場，地域

の枠にしたがってアイデンテイティを確立し，

労働組合もそれに沿って成立しているが，ス

ウェーデンではボイラーメーカーも旋盤工も

大工も自らを何よりもまず労働者と呼ぶこと

を指摘している田）。とのような特徴を持つ階

級意識の形成は，以上のような労働組合運動

の生成・展開が背景にあったと思われる。で

は次に，こうした労働組合運動の展開を踏ま

え，労働者階級の形成を，それが担った文化

という観点から検討してみることとする。

（未完）

発展の特徴を示すものとして重視されるべきと

考える。

so) B.Strath，“Liberalismen och moderni-

sering av Sverige’， , i・LiberαJα perspek-

tiv, Hoganas 1990, s. 247. 


